
（様式２） 

健やか食育プロジェクト事業報告書 

 

健康福祉事務所名  芦屋健康福祉事務所 

 

１ 食育推進体制の整備 

食育推進 

課題 

１ 芦屋市の高齢化率は27.7%と、兵庫県平均値（27.0%）より高くなっ

ており、65歳以上人口は今後も上昇傾向で推移する見込みである。 

２ 第８次芦屋すこやか長寿プラン（第８次芦屋市高齢者福祉計画及び

第７期介護保険事業計画）では、高齢者を地域で支える環境づくりや

社会参加、介護予防、介護サービスについての施策の方向が示されて

いるが、フレイル予防を視野に入れた高齢者の食に関する施策につい

ては、具体的な方向性までは見えづらい。 

３ 高齢期の低栄養予防に向けて、個人や家庭で食育をよりすすめてい

くために、関係機関相互の連携を強化し、食育を推進するシステムづ

くりが必要である。 

今年度の 

推進方策 

・高齢者のフレイル予防に向けて、地域団体・関係組織等と連携・協働

し、高齢者の食支援に関する体制整備に向けた、実態把握に取り組む。 

・食育関係団体を対象として、フレイル予防の普及啓発、人材育成に取

り組む。 

成 果 

・高齢者の食に関する課題について、高齢者サービス機関や食育団体と

共有することができた。高齢者の食育力強化に向けた、食育人材育成

ができた。 

・今年度から重点課題とした「高齢期」に関連する関係機関と新たな連

携をつくり、事業を実施できた。 

今後の 

方向性 

・地域団体・関係機関と連携した実践活動を展開することにより、食育

推進体制の基盤整備を図る。 

・高齢者世代に関わる関係者に、高齢者世代の身体状況、食生活に関す

る意識及び実態を伝え、各機関での取り組みの充実につなげていく。 

・歯科医師会、栄養士会等、職能団体と連携し、オーラルフレイルの視

点からも、高齢者の低栄養予防の方策を検討する。 

 

２ 会議の開催状況 

実施日時 令和２年１月29日（水）13:30～15:30 

参 集 者 
（団体数 

 及び人数） 

芦屋栄養士会、芦屋在宅栄養士会、芦屋いずみ会、コープこうべ（食の

健康協力店）、東山手高齢者生活支援センター、西山手高齢者生活支援

センター、精道高齢者生活支援センター、潮見高齢者生活支援センター、

芦屋市社会福祉協議会、芦屋市こども･健康部健康課、芦屋市福祉部地域

福祉課兼高齢介護課、芦屋市市民生活部保険課  （１２団体１７人） 

協議内容 

１ 事業説明「兵庫県食育推進計画（第３次）と、芦屋健康福祉事務所

における高齢期の食育力強化に向けた実践活動について」 

２ 報告「高齢者の食生活の状況、兵庫県版フレイル予防プログラムを

活用した食育活動について」 

３ 意見交換「高齢期における低栄養予防、食育活動のすすめ方に 

ついて」 

今後の 

方策 

新たに職能団体と連携した活動の方策を検討する。今後も、高齢者をと

りまく関係者による情報共有の場を設ける。 

※会議の議事録、参集者名簿は別添のとおり。 



３ 食育実践活動の結果 

テーマ テーマ「高齢者の食支援に関する体制整備」 

対象及び 

参加者数 

①芦屋いずみ会リーダー・会員              １７９人 

②芦屋市内高齢者生活支援センター、芦屋市社会福祉協議会   １２人 

③芦屋いずみ会リーダー                  １５人 

④⑤一般市民                       ７６人 

事業内容 

日時・場所 内  容 講師・運営スタッフ 

令和元年 

６月12日（水）

～ ９ 月 24 日

（火）全９回 

芦屋健康福祉事務所 

○高齢者の食に関する実態把握 

（フレイルチェック） 

○フレイル予防の普及啓発 

芦屋健康福祉事務所 

７月２日（火）

～ 10 月 23 日

（水）全６回 

各高齢者生活支援セ

ンター、社会福祉協

議会 

○聞き取り調査 

・高齢者の栄養課題について 

・地域包括支援センターの立場から

みた高齢者の低栄養予防、フレイ

ル予防対策について 

芦屋健康福祉事務所 

９月12日（木） 

芦屋健康福祉事務所 

○講話「手軽でおいしく フレイル

に役立つ食事とは」 

○調理実習 

○講話「地域の高齢者の食に関する

現状と課題」 

兵庫栄養調理製菓 

専門学校 校長代行 

深澤 譲 氏 

 

芦屋健康福祉事務所 

10月24日（木） 

芦屋市保健福祉センター 
○高齢者の食に関する実態把握 

芦屋健康福祉事務所 

芦屋いずみ会 

11月28日（木） 

芦屋市保健福祉センター 

○高齢者の食に関するアンケート

結果説明 

○フレイル予防プログラムを活用

したフレイルクイズの実践 

芦屋健康福祉事務所 

芦屋いずみ会 

成 果 

【成果】 

高齢者サービス機関に、高齢者の低栄養予防の必要性を伝え、高齢者の 

食の現状・課題を共有することができた。高齢者の介護予防の喫緊の課題

だけでなく、介護予防のためには、栄養や口腔の視点も重要であるという

ことを、関係者で認識できた。食育団体に対し、フレイル予防の重要性を

普及したり、協働した取組を実施することにより、高齢者を対象とした食

育活動の底上げにつながった。 

【評価指標と目標値及び達成状況】 

〈ストラクチャー評価〉所内で事業目的を共有し、合意して事業を実施で

きた。今年度新たな関係機関と連携し、協働して事業が実施できた。 

〈プロセス評価〉実施時期は予定どおりであった。各実践活動、会議前に

は、対象者の状況を把握し、それに合わせた内容で実施できた。 

〈アウトプット評価〉実践活動回数：（目標）３回 →（実績）３回 

新たに連携できた関係機関の数：（目標）６箇所→（実績）７箇所 

〈アウトカム評価〉１日３食きちんと食べている人の割合、固いものを食

べにくい人の割合、汁物等でむせる人の割合（今後把握） 

今後の課題 
・各組織・団体での住民への正しい情報の普及啓発。 

・栄養士会、歯科医師会等職能団体と連携した、取組の充実。 



日程：令和元年９月１２日（木） 

対象：芦屋いずみ会リーダー 

【内容】 

■講話「手軽でおいしく  

フレイルに役立つ食事とは」 

   講師 兵庫栄養調理製菓専門学校 

      校長代行  深澤 譲 氏 

■調理実習 

■講話「地域の高齢者の食に関する現状

と課題」 

【実施日】　  　　年  　  　月　    　日 【体重】　　　　    　　　ｋｇ

1 いいえ はい

2 いいえ はい

3 いいえ はい

4 いいえ はい

5 いいえ はい

6 いいえ はい

7 いいえ はい

1 いいえ はい

2 いいえ はい

3 いいえ はい

4 いいえ はい

5 いいえ はい

6 いいえ はい

7 いいえ はい

8 いいえ はい

9 いいえ はい

1 6

2 7

3 8

4 9

5 10

○がついた数 　　　　　　　　　こ　　（全ての番号に「○」がついた場合は「１０こ」）

フ
レ
イ
ル

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

（
口
腔
機
能

）

海藻類（生、干物）

食後に口の中に食べ物が残りやすい

体重が減った

疲れやすく何をするのも面倒だ

横断歩道を青信号の間に渡れなくなった

ペットボトルのふたを開けるのが大変だ

趣味の集まりに出かけなくなった

食欲がない

お茶や汁物でむせることがある

薬が飲み込みにくくなった

口
乾

清
掃

噛
む

飲
み
込
む

口がかわきやすい

舌がもつれる、声が枯れるようになった

口臭が気になる

歯や入れ歯に汚れがある

固いものが食べにくい

                        フレイル予防のための自己点検票

最近１週間のうち下の食品をほぼ毎日食べていますか？食べている場合は番号に○をつける。
ほぼ毎日食べている場合を１点として数えます。

肉（生、加工品）

魚介類（生、加工品）

卵（魚の卵をのぞく）

大豆・大豆製品
（豆腐、納豆など）

牛乳
（ｺｰﾋｰ牛乳､ﾌﾙｰﾂ牛乳除く）

緑黄色野菜
（にんじん、ほうれん草、かぼちゃ、トマト
など色の濃い野菜)

いも

果物（生、缶詰）

油を使った料理
（油いため、ﾊﾞﾀｰ･ﾏｰｶﾞﾘﾝなど油を使う
料理）

食
事
バ
ラ
ン
ス

普段の食事回数が1～2回だ

笑顔になることが少ない

毎日 体重測定
毎月１回

自己点検
しましょう

 

 

 

 

 
高齢期における低栄養状態は、それが続くことにより 

サルコペニアの発現をまねき、フレイル、ひいては要支援・ 

要介護状態につながる危険性があります。 

高齢者のフレイル予防に向けて、地域団体・関係組織等と連携・協働し、高齢者の食

支援に関する体制整備に向けた実態把握、フレイル予防の普及啓発、人材育成に取り組

みました。 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フレイルチェックと普及啓発 
フレイルチェック中 

フレイル予防には、特にタンパク質、

ビタミン D が大切であることを学び

ました！ 

令和元年度 健やか食育プロジェクト事業の取り組み 

～高齢者の食支援に関する体制整備～ 

フレイル予防自己点検票で、

全身のフレイル状態、口腔機

能、食事バランスをチェック 

食育リーダー研修会 

日程：令和元年６月～９月 

対象：芦屋いずみ会リーダー・会員 

【内容】 

■高齢者の食に関する実態把握 

（フレイルチェック） 

■フレイル予防の普及啓発 

シニアはメタボより 

フレイル対策 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

◆協議内容 

（１）事業説明「兵庫県食育推進計画（第３次）と、芦屋健康福祉事務所における高齢

期の食育力強化に向けた実践活動について」 

（２）報告「高齢者の食生活の状況、兵庫県版フレイル予防プログラムを活用した食育

活動について」 

（３）意見交換「高齢期における低栄養予防、食育活動のすすめ方について」 

今後の推進方策 

①あらたに、職能団体と連携した活動の方策を検討していく。 

②高齢者をとりまく関係者による情報共有をしていく。 

 

実践活動のまとめ 

①関係者で、高齢者の低栄養予防の必要性、食の現状・課題を共有できた。 

②フレイル予防には、栄養・口腔が大切であることを認識できた。 

「健やか食育推進会議」で、高齢者の食支援の方策を検討しました 

【構成メンバー】 

芦屋栄養士会、芦屋在宅栄養士会、芦屋いずみ会、コープこうべ、東山手高齢者生活

支援センター、西山手高齢者生活支援センター、精道高齢者生活支援センター、潮見高

齢者生活支援センター、芦屋市社会福祉協議会、芦屋市こども・健康部健康課、芦屋市

福祉部地域福祉課兼高齢介護課、芦屋市市民生活部保険課 

毎日の食事の状況、食に対する意

識など、調査しました。 

調査結果から気になった点を説 

明、フレイル予防のポイントをク 

イズ形式で学んでもらいました。 

高齢者の食に関する実態把握 

 

兵庫県版フレイル予防プログラム

を活用したフレイルクイズの実践 

日程：令和元年１０月２４日（木） 

       １１月２８日（木） 

対象：老人会食懇談会参加者 

【内容】 

■高齢者の食に関するアンケート 

■アンケート結果説明 

■兵庫県版フレイル予防プログラムを 

活用したフレイルクイズの実践 


